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表
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須
藤 

譲 

（
２
９
） 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン 



1 

１
． 

駅
・
階
段
（
昼
） 

一
カ
ッ
チ
リ
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ー
ツ
を
着
た
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
須
藤
譲
（
２
９
）、
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
階
段
を
上
っ

て
い
る
。
手
に
は
黒
革
の
ビ
ジ
ネ
ス
バ
ッ
グ
。 

腕
時
計
を
確
認
。 

斜
め
上
を
見
る
。
階
段
は
果
て
し
な
く
続
い
て
お
り
、
先
が

見
え
な
い
。 

左
隣
を
見
る
。 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
数
人
が
、
須
藤
と
同
じ
よ
う
に
息
を
切
ら
し

て
階
段
を
上
っ
て
い
る
。 

須
藤
、
右
隣
り
を
見
る
。 

窓
の
外
、
ひ
た
す
ら
真
っ
白
い
空
間
が
広
が
っ
て
い
る
。 

何
人
か
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
倒
れ
る
。 

須
藤
、
そ
れ
に
ビ
ク
リ
と
反
応
。 

駆
け
出
す
。 

 

２
． 

駅
・
全
景
（
昼
） 

広
大
な
真
っ
白
な
空
間
の
中
。
ホ
ー
ム
や
線
路
、
渡
り
廊
下
、

改
札
と
い
っ
た
駅
の
施
設
が
縦
横
無
尽
に
、
雑
に
増
設
さ
れ

折
り
重
な
る
よ
う
に
し
て
、
無
限
に
広
が
っ
て
い
る
。 

遠
い
上
空
に
は
巨
大
な
張
り
ぼ
て
の
よ
う
な
太
陽
が
、
幾
つ

か
の
風
船
に
吊
る
さ
れ
て
浮
か
ん
で
い
る
。 

 

３
． 

駅
・
ホ
ー
ム
（
昼
） 須

藤
、
階
段
の
際
で
息
を
切
ら
せ
て
い
る
。 

ベ
ン
チ
に
は
、
憔
悴
し
た
人
々
が
何
人
も
座
り
こ
ん
で
い
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
ス
「
間
も
な
く
、
６
億
番
線
に
、
電
車
が
参
り
ま
す
。
勝
手
に
し

て
く
だ
さ
い
」 

ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
た
人
々
、
の
っ
そ
り
と
立
ち
上
が
る
。 

フ
ラ
フ
ラ
と
前
に
進
む
。 

電
車
が
見
え
始
め
る
。
走
行
音
。 

人
々
、
ホ
ー
ム
か
ら
落
ち
る
。 

須
藤 

「
え
っ
」 電

車
が
人
々
に
衝
突
。 
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電
車
、
簡
単
に
脱
線
。 

横
転
し
、
地
面
と
の
摩
擦
に
火
花
。
須
藤
に
向
け
て
迫
っ
て

く
る
。 

須
藤
、
悲
鳴
を
上
げ
て
走
り
出
す
。 

ホ
ー
ム
の
端
ま
で
迫
る
。 

飛
び
降
り
る
。 

す
ぐ
下
に
も
線
路
が
あ
り
、
丁
度
別
の
電
車
が
走
行
中
。 

 

４
． 

電
車
・
屋
根 

須
藤
、
電
車
の
屋
根
の
上
に
倒
れ
て
い
る
。 

ゆ
っ
く
り
と
身
を
起
こ
す
。 

真
っ
す
ぐ
前
を
見
て
い
る
。 

ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
、
操
作
す
る
。 

 

５
． 

電
車
・
全
景
（
夜
） 発

信
音
。 

電
車
、
真
っ
白
な
空
間
の
中
、
駅
の
施
設
の
合
間
を
縫
っ
て
、

真
っ
す
ぐ
に
走
っ
て
い
く
。 

 

６
． 

駅
・
コ
ン
コ
ー
ス
（
夜
） 

真
っ
暗
な
寂
れ
た
コ
ン
コ
ー
ス
。 

い
た
る
と
こ
ろ
に
電
車
の
ド
ア
や
改
札
の
ゲ
ー
ト
が
突
き
立

っ
て
い
る
。 

ア
サ
ル
ト
ラ
イ
フ
ル
を
持
っ
た
駅
員
の
着
ぐ
る
み
が
何
体
も
、

辺
り
を
徘
徊
し
て
い
る
。 

須
藤
、
１
つ
の
ド
ア
に
背
中
を
預
け
、
肩
で
ス
マ
ホ
を
挟
ん

で
通
話
し
な
が
ら
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
激
し
く
操
作
し
て
い

る
。 

駅
員
１
の
声
「
発
射
い
た
し
ま
す
。
発
射
い
た
し
ま
す
」 

銃
声
。 

悲
鳴
。 

須
藤 

「
は
い
、
は
い
。
今
送
信
い
た
し
ま
し
た
。
は
い
、
そ
の
件
で
し
た

ら…
…

承
知
し
ま
し
た
。
す
ぐ
確
認
し
ま
す
」 

駅
員
２
の
声
「
ご
注
意
く
だ
さ
い
」 
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悲
鳴
。 

銃
声
。 

須
藤 

「
は
い
、
明
日
こ
そ
必
ず
」 

須
藤
、
駅
員
１
と
目
が
合
う
。 

緊
張
で
顔
が
歪
む
。 

苦
し
そ
う
な
決
意
の
表
情
。 

須
藤
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
下
に
隠
し
て
い
た
拳
銃
を
突
き

出
す
。 

発
砲
。 

駅
員
１
が
顔
を
庇
っ
て
怯
む
。 

須
藤
、
走
り
出
す
。 

須
藤 

「
明
日
こ
そ
は
」 

銃
を
撃
ち
な
が
ら
走
る
。 

須
藤 

「
何
が
何
で
も
明
日
こ
そ
は
、
死
ん
で
も
出
社
致
し
ま
す
の
で
」 

 

７
． 

橋
（
夜
） 

真
っ
暗
な
空
間
の
中
、
大
き
な
三
日
月
の
ハ
リ
ボ
テ
と
無
数

の
星
の
ハ
リ
ボ
テ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
風
船
に
吊
る
さ
れ
て
浮
い

て
い
る
。 

真
っ
す
ぐ
伸
び
る
橋
。
須
藤
が
自
転
車
で
走
っ
て
い
る
。 

そ
の
後
ろ
を
電
車
が
追
う
。
電
車
の
窓
、
内
側
か
ら
血
で
染

ま
っ
て
い
る
。 

須
藤
、
一
心
不
乱
に
自
転
車
を
漕
ぐ
。 

電
車
、
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
。 

前
方
に
改
札
口
が
見
え
て
く
る
。 

須
藤
、
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
。 

ス
マ
ホ
カ
バ
ー
に
はP

A
S

M
O

が
入
っ
て
い
る
。

 

須
藤
、
ス
マ
ホ
を
前
方
へ
向
け
て
勢
い
よ
く
か
ざ
す
。 

咆
哮
。 

須
藤
、
改
札
口
の
眼
前
に
至
る
。 

IC

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
勢
い
よ
く
ス
マ
ホ
を
叩
き
付
け
る
。 

ピ
ン
ポ
ー
ン
、
と
い
う
音
。 

改
札
音
声
「
も
う
一
度
、
触
れ
て
く
だ
さ
い
」 

須
藤
、
閉
ま
っ
た
ま
ま
の
フ
ラ
ッ
プ
ド
ア
に
自
転
車
を
ぶ
つ
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け
る
。 

派
手
に
転
倒
。 

顔
を
上
げ
、
焦
燥
感
に
満
ち
た
表
情
。 

手
を
伸
ば
し
、
ス
マ
ホ
をIC

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
叩
き
付

け
る
。 

改
札
音
声
「
チ
ャ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」 

須
藤
、
絶
望
の
表
情
。 

悔
し
そ
う
に
改
札
に
拳
を
叩
き
付
け
る
。 

項
垂
れ
る
。 

再
び
拳
を
握
り
締
め
る
。 

振
り
向
き
ざ
ま
、
拳
銃
を
発
砲
。 

銃
弾
は
電
車
に
当
た
る
が
、
止
ま
ら
な
い
。 

須
藤
、
諦
め
て
い
な
い
表
情
。 

再
び
発
砲
。 

銃
弾
は
電
車
に
当
た
る
が
、
止
ま
ら
な
い
。 

電
車
は
須
藤
の
目
前
ま
で
迫
る
。 

須
藤
、
雄
た
け
び
を
上
げ
、
再
度
発
砲
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終 

 


